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第2章.–.カメラの設置

ピープルカウント

係数条件

オブジェクトの設定されたポジションがラインを通り過ぎると検知されます。

（ピープルカウントでオブジェクト係数位置設定のデフォルト値は下です。設置環境に応じて設定でデフォル
ト値を変更することができます。）

[係数発生前.] [係数発生]

IN

OUT Bottom

IN

OUT

1

Bottom

係数位置推奨設定
• ラインが水平であり、下のエリアの人の登場時間が上のエリアに比べて短い場合は、デフォルト値である下の設定を推奨し、反
対の場合は上の設定を推奨します。

• 横移動をする人が多く、人の頭の部分がラインに頻繁に重なる場合、係数位置設定を下に推奨します。また、脚の部分がライン
に頻繁に重なる場合は、上の設定を推奨します。

オブジェクトの上部

オブジェクトの中心部

オブジェクトの下端

▶
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ラインの設定
• .In/Outスペースともに、人の全身が見えるようにラインを設定します。
• ラインに横断する人が重ならないようにラインを描いてください。

IN

OUT

IN

OUT

IN

OUT

次の場合に認識率が低下することがあります。
•. 境界線を通過する前後の人の間隔が狭い場合
•. 境界線を中心に出入りを同時に行う混雑な環境
•. 境界線の近くに人が留まったり、うろつく環境
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第2章.–.カメラの設置

分析を妨害する状況の例

人が真っすぐに立っていない場合

人はある程度まっすぐな姿勢で動く必要があります。

オブジェクトと背景の対比が少ない場合、地面とオブジェクトの色が似ている場合

オブジェクトと背景の間には一定レベルの対比が必要です。霧、カメラに映る直射日光またはあまりにもノイ
ズが多い画像は対比問題を引き起こす場合があります。照明レベルを高め、画像設定を調整して対比レベルを
向上させることができます。
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第2章.–.カメラの設置

木や壁またはフェンスのような障害物によりオブジェクトが部分的に見える場合



25

第2章.–.カメラの設置

車両と人が重なり合って人がかなり隠れた場合

その他検知漏れ及び虚偽警報を誘発する可能性のある条件

注意環境

•. 霧
•. 豪雨や豪雪により、検知距離や正確性に影響を及ぼす場合
•.カメラレンズに虫または水滴がついている場合

カメラ映像

•. 照度または照明が不充分な場合
•.ノイズが多い場合
•.カメラに光が直接当たる場合
•.カメラの位置が光源の方向と異なって影になる場合
•.地面や壁、ガラス、金属、水などの反射もしくは光による影が発生する場合
•.鏡が映る場合
•.豪雨の天候の中で自動車のヘッドライトが照らす場合

その他の条件

•. 多数のオブジェクトがランダムに速く画像に現れる場合
•. 動物のサイズが人間のサイズと同じくらい大きい場合
•. 全方位カメラのエッジにオブジェクトがある場合
•. 全方位カメラの場合、顔の検知精度が低下する場合があります。

•. コライダー(1x3)フォーマット画面の廊下の端にオブジェクトがある場合
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装置を設定する前に

AIボックス（映像解析装置）の基本設定を含むすべて
のシステム設定を変更できます。

•	 画面の画像はモデルによって異なることがあり
ます。

•	 知能型コーデックが活性化されたカメラを使用
する場合、映像解析機能の開始が最長で10秒ま
で遅れる場合があります。

•	 カメラのVAT（Video Adaptvie Trasmission）機能
が有効になっている場合映像解析機能が正常に
動作しない場合があります。

•	 画像解析の精度を高めるためには、VAT機能を
使用しないことをお勧めします。

•	 映像解析に使用するカメラの場合、一つ以
上のストリーム設定が640×360@10ips以上
2mp@10ips以下に設定されていなければ、映像
解析機能が正常動作しないことがあります。

プロトコル

この映像解析装置はJSS2プロトコルを支援します。
•	 JSS2プロトコル:
	- JSS2プロトコル対応NVRと共にネットワーク
設定なく映像解析装置を使用することができま
す。

	- PCなしでJSS2プロトコル対応NVRより映像
解析装置の全ての設定を変更することが出来ま
す。

•	 JSS2プロトコル対応NVRでの映像解析装置の
設定は、本マニュアルをご参照ください。

ソフトウェアのアップグレード

NVRをリモート操作してのソフトウェアアップグレー
ドには対応していません。NVRを直接操作して行う
か、JSS-TOOLプログラムを利用することでアップグ
レードできます。 

映像解析装置の設定

下記のメニューから、5 装置-映像解析装置を選択
します。
設定メニューに入るためには、メニュー設定の権限
を有するユーザーでログインする必要があります。

1	リアルタイム監視画面でリモコンの設定ボタン
を押すか、マウスを利用してリアルタイム監視
メニューで設定を選択してください。

5

2	 リモコンの方向ボタンで設定したい項目に移動
したあと、リモコンのENTER($)ボタンをお
すか、マウスの左ボタンでクリックしてくださ
い。

第3章 – NVRでAIボックスを設定する
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第3章 – NVRでAIボックスを設定する

映像解析装置

カメラに登録された映像を解析してJSS遠隔監視シ
ステムプログラムでリアルタイムに解析結果を確認
することができます。

画像解析装置は、H.264/H.265を使用するカメラ
の画像のみ解析することができます。

映像解析装置_登録

遠隔地からNVRに画像解析装置を登録することがで
きます。

	● タイトル :映像解析装置のタイトルが編集するこ
とができます。

	● MACアドレス : NVRに登録されている映像解析
装置のMACアドレスが表示されます。

	● アドレス : NVRに登録されている映像解析装置の
IPアドレスが表示されます。

	● 型番 :映像解析装置のモデル名が表示されます。
	● スキャン : スキャンを選択し、NVRに接続され
ているデバイスを検索して登録することができま
す。



28

第3章.–.NVRでAIボックスを設定する

デバイススキャン

映像解析装置登録－スキャンでデバイスを検索する
ことができます。

● 番号 :.検索された映像解析装置の番号を選択した
後、映像解析装置を追加をクリックすると、映像
解析装置を登録することができます。

● MACアドレス :.検索された映像解析装置のMAC
アドレスが表示されます。

● アドレス :.検索された映像解析装置のIPアドレス
が表示されます。

● 型番.: 映像解析装置のモデル名が表示されます。
● 登録されたデバイスのMACアドレス.:.画像解析装
置が登録されているNVRのMACアドレスが表示
されます。

● 状態 :.NVRに登録されている映像解析装置は登録
に、登録されていない映像解析装置は未登録に表
示されます。

映像解析装置_設定

映像解析装置の全般的な設定を行ったりすることが
できます。

● タイトル.:映像解析装置のタイトルが表示されま
す。

● 型番 : 映像解析装置のモデル名が表示されます。

カメラのモデルによっては画像解析機能に対応
できないことがあります。

● カメラ.:.画像を解析するカメラを選択します。画
像解析装置1チャネルあたり1台のカメラを設定す
ることができます。

● 設定 : 映像解析の種類によって設定項目の表示が
異なります。設定項目は、各映像解析の種類の設
定項目を確認してください。

● リセット：ポートまたは映像解析装置をリセット
します。
- PoE リセット：Video.In/PoE端子に接続する
場合、PoE.Switchポートを制御することがで
きます。PoE.リセットボタンを選択すると、映
像解析装置を再起動することができます.。

- ソフトリセット：映像解析装置を再起動するこ
とができます。

映像解析の結果は、JSS遠隔監視システムプロ
グラムを通じてのみ確認することができます。

● 映像解析の種類
- PF-BW1504.:.ピープルカウント、車両カウ
ント、ヒートマ.ップ、ソーシャルディスタン
ス、マスク検出、行列検出のうちひとつを選択
することができます。

- PF-BW1604 :.物体検出、侵入検出、滞留検
出、ラインクロス検出、顔検出のうちひとつを
選択することができます。
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第3章.–.NVRでAIボックスを設定する

<映像解析の種類>（PF-BW1504）

ピープルカウント

映像の設定エリア内で指定された境界線を通過する
人数を計算します。

列の設定画面からマウスの右クリックでピープルカ
ウントメニューを呼び出すことができます。

- メイン.:.取得した流動人数の数値を選択したチ
ャンネルに送って合算することができます。メ
インに指定されたチャンネルは、定員超過イベ
ントを使用することができます。

- 境界線.:.画像に仮想境界線を設定して流動人数
を計算することができます。

設定された境界線の位置によって人数の計
算が正しくない場合があります。

- 保存.:.設定を保存して設定画面を閉じます。
- キャンセル.:.変更された内容を保存せずに設定
画面を閉じます。

● 設定 : ピープルカウントの環境設定を行うことが
できます。この設定を行うには、映像解析の種類
からピープルカウントを選択した後、設定を選択
してください。

- 臨界点 : 映像で人として認識される基準値を設
定することができます。

- カウント位置設定 : 映像で人として認識される
基準値を設定することができます。

車両カウント

映像の設定エリア内で指定された境界線を通過する
車両の数を計算します。

列の設定画面からマウスの右クリックで車両カウン
トメニューを呼び出すことができます。

- メイン.:.取得した通過車両の数の数値を選択し
たチャンネルに送って合算することができま
す。メインに指定されたチャンネルは、車両数
超過イベントを使用することができます。

- 境界線.:.画像に仮想境界線を設定して通過車両
の数を計算することができます。
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第3章.–.NVRでAIボックスを設定する

設定された境界線の位置によって車両の数
の計算が正しくない場合があります。

- 保存.:.設定を保存して設定画面を閉じます。
- キャンセル.:.変更された内容を保存せずに設定
画面を閉じます。

ヒートマップ

画像の設定エリア内の動きの頻度を解析することが
できます。エリアの設定から左ボタンをクリックし
てエリアを描くことができます。すでに描かれたエ
リアを修正する場合、頂点をドラッグ&ドロップす
るかマウスの左ボタンをクリックするとエリアを再
設定することができます。

エリア設定の際、線と線は交差することができ
ません。

エリア設定画面からマウスの右クリックでヒートマ
ップメニューを呼び出すことができます。

- 元に戻す :.すでに描かれたエリアを一度キャン
セルします。

- 保存 : 設定を保存して設定画面を閉じます。
- キャンセル : 変更された内容を保存せずに設定
画面を閉じます。

● 設定 :.ヒートマップの環境設定を行うことができ
ます。この設定を行うには、映像解析の種類から
ヒートマップを選択した後、設定を選択してくだ
さい。

- クールダウン.:.クールダウン以前の時間まで録
画したヒートマップ情報が画面に表示されま
す。.

- 録画周期.: ヒートマップデータが保存される録
画周期を設定します。

- 臨界点 : 映像で人として認識される基準値を設
定することができます。

ソーシャルディスタンス

映像の設定エリア内の検出された人の間の距離を推
定・解析して当該距離が設定された間隔より少ない
場合に違反イベントが発生します。すでに描かれた
エリアを修正する場合、頂点をドラッグ&ドロップ
するかマウスの左ボタンをクリックするとエリアを
再設定することができます。

エリア設定の際、線と線は交差することができ
ません。
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第3章.–.NVRでAIボックスを設定する

エリア設定画面でマウスの右ボタンをクリックしソ
ーシャルディスタンスメニューを呼び出すことがで
きます。

- 元に戻す :.すでに描かれたエリアを一度キャン
セルします。

- 保存.:.設定を保存して設定画面を閉じます。
- キャンセル.:.変更された内容を保存せずに設定
画面を閉じます。

● 設定 : ソーシャルディスタンスの環境設定を行う
ことができます。この設定を行うには、映像解
析の種類からソーシャルディスタンスを選択した
後、設定を選択してください。

- 臨界点 : 映像で人として認識される基準値を設
定することができます。

マスク検出

選択したカメラで顔を検出し、顔のマスク着用ルー
ル設定によってイベントが発生します。すでに描か
れたエリアを修正する場合、頂点をドラッグ&ドロ
ップするかマウスの左ボタンをクリックするとエリ
アを再設定することができます。

エリア設定の際、線と線は交差することができま
せん。

エリア設定画面でマウスの右ボタンをクリックしマス
ク検出メニューを呼び出すことができます。

- 元に戻す.:.すでに描かれたエリアを一度キャン
セルします。

- 保存.:.設定を保存して設定画面を閉じます。
- キャンセル.:.変更された内容を保存せずに設定
画面を閉じます。

● 設定.:.マスク検出の環境設定を行うことができま
す。この設定を行うには、映像解析の種類からマス
ク検出を選択した後、設定を選択してください。

臨界点 : 画像で人として認識される基準値を設
定することができます。

行列検出

映像の設定エリア内の待機列を検出して人数によっ
て混雑度を把握します。
マウスの左ボタンをクリックしてエリアを描くこと
ができます。すでに描かれたエリアを修正する場
合、頂点をドラッグ&ドロップするかマウスの左ボ
タンをクリックするとエリアを再設定することがで
きます。

エリア設定の際、線と線は交差することができ
ません。

エリア設定画面からマウスの右クリックで行列検出
メニューを呼び出すことができます。

- 削除.:.当該エリアを削除します。
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- 元に戻す.:.すでに描かれたエリアを一度キャン
セルします。

- タイトル編集.:.当該エリアに名前を設定しま
す。

- 保存.:.設定を保存して設定画面を閉じます。
- キャンセル.:.変更された内容を保存せずに設定
画面を閉じます。

● 設定.:.行列検出の環境設定を行うことができます。
本機能を使用する前に、まず映像解析の種類から行
列検出を選択した後、設定を選択してください。

- 臨界点.:.映像で人として認識される基準値を設
定することができます。

<映像解析の種類>（PF-BW1604）

物体検出

映像の設定エリア内で物体（人、車両）を検出しま
す。
すでに描かれたエリアを修正する場合、頂点をドラ
ッグ&ドロップするかマウスの左ボタンをクリック
するとエリアを再設定することができます。

エリア設定画面でマウスの右ボタンをクリックし物
体検出メニューを呼び出すことができます。

● 設定.:.物体検出の環境設定を行うことができま
す。この設定を行うには、映像解析の種類から物
体検出を選択した後、設定を選択してください。

● 臨界点 : 画像で人として認識される基準値を設定
することができます。

● ハイライト使用	:.エリア設定画面で当該値の色が
強調されます。
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第3章.–.NVRでAIボックスを設定する

侵入検出

侵入方向オプション（内側、外側、内側/外側）通
りに定義されたエリア内へ入ってきたり、外へ出る
物体（人、車両）を検出します。 すでに描かれたエ
リアを修正する場合、頂点をドラッグ&ドロップす
るかマウスの左ボタンをクリックするとエリアを再
設定することができます。

エリア設定画面でマウスの右ボタンをクリックし侵
入検出メニューを呼び出すことができます。

● 設定 : 侵入検出の環境設定を行うことができま
す。この設定を行うには、映像解析の種類から侵
入検出を選択した後、設定を選択してください。

● 臨界点 : 画像で人として認識される基準値を設定
することができます。

● ハイライト使用 :.エリア設定画面で当該値の色が
強調されます。

滞留検出

映像の設定エリア内で設定時間を超えて留まる対象
（人、車両）を検出します。すでに描かれたエリア
を修正する場合、頂点をドラッグ&ドロップするか
マウスの左ボタンをクリックするとエリアを再設定
することができます。

エリア設定画面でマウスの右ボタンをクリックし滞
留検出メニューを呼び出すことができます。

● 設定 : 滞留検出の環境設定を行うことができま
す。この設定を行うには、映像解析の種類から滞
留検出を選択した後、設定を選択してください。

● 臨界点.: 画像で人として認識される基準値を設定
することができます。

● ハイライト使用 :.エリア設定画面で当該値の色が
強調されます。
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第3章.–.NVRでAIボックスを設定する

ラインクロス検出

設定ライン侵入の方向オプション（内側、外側、内
側/外側）通りに通り過ぎる対象（人、車両）を検出
します。マウスの左ボタンをクリックするとライン
を再設定することができます。

列の設定画面でマウスの右ボタンをクリックしライ
ンクロス検出メニューを呼び出すことができます。

● 設定 : ラインクロス検出の環境設定を行うことが
できます。この設定を行うには、映像解析の種類
からラインクロス検出を選択した後、設定を選択
してください。

● 臨界点.:.画像で人として認識される基準値を設定
することができます。

● ハイライト使用 :.エリア設定画面で当該値の色が
強調されます。

顔検出

映像の設定エリア内で人の顔を検出します。
すでに描かれたエリアを修正する場合、頂点をドラ
ッグ&ドロップするかマウスの左ボタンをクリック
するとエリアを再設定することができます。

エリア設定画面でマウスの右ボタンをクリックし顔
検出メニューを呼び出すことができます。

● 設定.:.顔検出の環境設定を行うことができます。
この設定を行うには、映像解析の種類から顔検出
を選択した後、設定を選択してください。

● 臨界点 : 画像で人として認識される基準値を設定
することができます。

● ハイライト使用 :.エリア設定画面で当該値の色が
強調されます。
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映像解析装置_スケジュール

映像解析装置のスケジュール設定ができます。設定
ウィンドウ左下の＋ボタンを押すと、新しいスケジ
ュールが追加されます。曜日を選択し、録画スケジ
ュールを設定する曜日、または全てを選択すること
ができます。範囲を選択し、時間の範囲を選択する
ことができます。

スケジュール削除の際、リアルタイム画像解析
もともに中断されます。

映像解析装置_アップグレード

NetFS機能を使用中の場合、各映像解析装置の.
ファームウェアアップグレードを選択すると、USB
メモリあるいはNetFSから選択することができま
す。NetFSを使用しない場合には、USBメモリだけ
を選択することができます。USBメモリを選択した
後USB検索ウィンドウが表示されたら、USBに接
続されている保存デバイスから該当するアップデー
トパッケージファイルを選択してください。
各々の映像解析装置のアップグレードパッケージフ
ァイルを選択して適用ボタンを押すと、カメラをア
ップグレードできます。

アップグレードした後には、画像解析装置が再
起動され自動的に再接続されます。
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第4章 – 付録

トラブルシューティング（Q&A）

不具合 確認事項

電源LEDが点灯しませ
ん。

•	 LANケーブルが接続されているか確認してください。
•	電源アダプタが接続されているか、またはLANケーブルがつながっている
NVRの電源供給状態を確認してください。

システムがネットワーク
インターフェースを認識
しません。

•	 LANケーブルの接続状態を確認してください。
•	ネットワーク状態情報を表示するLEDを確認してください。
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製品の仕様

本製品の仕様は製品の質を高めるために事前の予告なく変更される場合があります。

200

44 45

152.3 4.3

外形寸法図

仕様

単位：mm

PF-BW1504 リテールエッジAIボックス

ビデオ入力 4ch
対応デバイス JS-RW5004A / 5008A / 5016A / 5032A / 5064
画像圧縮方式 H.265、H.264

分析モード
ピープルカウント、車両カウント、行列検出、ヒートマップ、ソーシャ
ルディスタンス、マスク検出

入力 / 出力
ネットワーク接続

クライアント接続ポート Fast Ethernet（PD）×1
PoEカメラ接続ポート Fast Ethernet（PSE）×1
PoE 電源供給能力 IEEE802.3af（Class 3）、15.4W ※ DC48Vアダプタ接続時のみ使用可能

DC48V入力 ターミナルブロック

一般

外形寸法 約200（幅）×44（高）×152.3（奥）mm　※突起物含まず
質量 約 860g

使用温度範囲 0～40℃（湿度 90%未満　※結露しないこと）

電源 / 消費電力 W52 / ）4 ssalC ta3.208 EEEI（ EoP、W4.83 / A8.0・V84CD

同梱物
AIボックス本体×1、取扱説明書×1、オープンソースガイド×1、
ゴム足×4、保証書（1年）×1
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製品の仕様

本製品の仕様は製品の質を高めるために事前の予告なく変更される場合があります。

仕様

200

44 45

152.3 4.3

外形寸法図 単位：mm

ビデオ入力 4ch
対応デバイス JS-RW5004A / 5008A / 5016A / 5032A / 5064
画像圧縮方式 H.265、H.264
分析モード 物体検出、侵入検出、滞留検出、ラインクロス検出、顔検出

入力 / 出力
ネットワーク接続

クライアント接続ポート Fast Ethernet（PD）×1
PoEカメラ接続ポート Fast Ethernet（PSE）×1
PoE 電源供給能力 IEEE802.3af（Class 3）、15.4W ※ DC48Vアダプタ接続時のみ使用可能

DC48V入力 ターミナルブロック

一般

外形寸法 約200（幅）×44（高）×152.3（奥）mm　※突起物含まず
質量 約 860g

使用温度範囲 0～40℃（湿度 90%未満　※結露しないこと）

電源 / 消費電力 W52 / ）4 ssalC ta3.208 EEEI（ EoP、W4.83 / A8.0・V84CD

同梱物
AIボックス本体×1、取扱説明書×1、オープンソースガイド×1、
ゴム足×4、保証書（1年）×1

PF-BW1604 セキュリティエッジAIボックス



アフターサービスについて

この製品は「保証書」を別途添付しております。所定事項の記入および記載内容をご確認いただき、大切に保管してください。

■ 保証について
正常な使用状態で、保証期間内に万一故障が生じた
場合には、保証書記載内容により、お買い上げの販売
店（または工事店）が修理いたします。その他の詳細は
保証書をご覧ください。
●保証期間経過後の修理については、お買い上げの
販売店にご相談ください。修理によって機能が維持で
きる場合は、お客様のご要望により有料修理いたしま
す。
●本製品が故障した場合、稼働していない時間に対す
る営業損失は補償対象外になります。

下記事項をお買い上げ販売店にご連絡ください。

① 故障の状況（できるだけくわしく）
② 品名と品番（AIボックス【PF-BW1504】、
【PF-BW1604】）
③ お買い上げ年月日（保証書に記入）
④ 製造番号（保証書に記入）
⑤ お名前、おところ、電話番号

修理を依頼されるときは

■ 定期点検・保守について
特に監視用などでご使用の場合は、定期点検の実施をおすすめします。詳しくは、お買い上げ販売店（または工事店）
にご相談ください。

■ 万一故障が発生した場合は、お買い上げの販売店にお申し出ください。
　 本製品は当社保証規定に基づいて保証させていただいております。

〒105-5111 東京都港区浜松町2-4-1
世界貿易センタービルディング南館 11階

株式会社 ジャパン・セキュリティシステム

www.js-sys.com/
本製品の仕様は製品の質を高めるために事前の予告なく変される場合
があります。

ご購入元メモ欄




